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第7回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　「地域支え合いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、
各地域で様々な取組が行われています。今回は田川地区、三瀬地区、由良地区、西郷地区での取組の
内容をご紹介します。

・安心見守りカードの設置・周知
・隣組福祉員への活動の周知・研修会の開催等
・災害時に支援を必要とする人への対応の検討　など

誰もが安心して暮らせる　ゆらラプ ン １

・サロンへの新たな参加者を募ることができるような取組を考える
・誰でも行き来できる場をつくり、多世代が興味を持てるような教室や講座を開催する
・中学生ボランティアの活躍の場をつくる

人と人とがつながる　ゆらラプ ン ２

由良地区
地区の特徴　日本海に面し、沖に浮かぶ白山
島を要に扇状に形成された地域。由良海岸、奇
岩八乙女浦と恵まれた自然景観を有する。
人口 931人　　世帯数371世帯

（令和4年3月現在）

　隣
組
ご
と
に
一
名
選
出
さ
れ
る
福
祉
協
力
員
は
、
地
域
の
中
で
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
声
が
け
、
見
守
り
活

動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
協
力
員
と
し
て
の
役
割
意
識
を
高
め
る

た
め
、
研
修
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
福
祉
協
力
員
の
活
動
内
容
の
確
認
や
安
心
見
守
り

カ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動

す
る
上
で
役
立
つ
講
座（
鶴
岡
市
こ
こ
ろ
の
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
）

を
受
講
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
域
福
祉
活
動
に
関
連
す
る
施
設
の
視
察
研
修
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　福
祉
協
力
員
の
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
安

心
・
安
全
に
生
活
を
送
れ
る
よ
う
互
い
に
見
守
り
、
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

福
祉
協
力
員
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
毎
年
、
会
食
交
流
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
が
調
理
す
る
会
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
、
お
い
し
い
と
大
変
好
評
で
す
。
昨
年
十
二
月
に
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
食
会
と
題
し
、
保
育
園
児
に
よ
る
歌
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
次
回
も
ま
た
来
た

い
」「
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
が
上

手
で
し
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、

園
児
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
楽
し
い

会
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
地
域
性
や
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
事

業
を
行
い
、
住
民
同
士
が
交
流

で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。 会

食
で
楽
し
く
、
元
気
で
笑
顔
に

・会食交流会、配食サービスの充実を図り、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯
の引きこもり防止や交流を展開する
・参加者を増やすため、対象者の拡大や周知方法について検討する

会食交流会・配食サービスの充実ラプ ン １

・年に一度、西郷安心カードの記載内容の確認を実施する
・確認を行う中で、登録者からの相談があったり心配事に感じる方がいた場合は相
談機関につなげる

西郷安心カードの周知・拡大ラプ ン ２

西郷地区
地区の特徴　砂丘地農業が盛んで水稲やメロ
ンの栽培に従事している世帯が多い。農業を通
じてのコミュニティも形成されている。
人口 2,908人　　世帯数992世帯

（令和4年3月現在）

・参加者を増やすために、囲碁・将棋等を取り入れるなど、会食前後の時間の有効活用を図る
・継続して、民生児童委員から新規参加者を募ってもらう　など

会食交流会の拡大・拡充ラプ ン １

・コミセンや遊歩道、農村公園等を活用し、人との交流を増やし、元気で健康なから
だと仲間づくりを促進する　など

健康長寿と仲間づくりラプ ン ２

田川地区
地区の特徴　旧鶴岡市の南方に位置する。
県指定文化財である「田川太郎の墓」をはじ
めとした複数の遺跡が残る。
人口 751人　　世帯数255世帯

（令和4年3月現在）

・歩こう会、百歳体操への呼びかけ、貯筋1,000歩
・健康診断受診率100％を目指す

ラプ ン １ みんなで元気を生み出し発信するまち三瀬

・おだがいさま見守りネットの活用
・安心見守りカードの周知、更新
・消防団と連携した避難・見守りシステムの確立　など

ラプ ン ２ みんなでつくる安心のまち三瀬

・隣組長、民生委員、地元商店や関係機関と連携を図り、地域ぐるみで見守り支援を行う
・買い物などの生活課題を解決する仕組みづくりや情報の発信を行う　など

ラプ ン � みんなで支え合う住みよいまち三瀬

三瀬地区
地区の特徴　西側を日本海に面し、他三
方は山に囲まれた地形。地域内の平野部
を3本の川が流れているため「三瀬」と
いう地名であると伝えられる。
人口 1,241人　　世帯数487世帯

（令和4年3月現在）

　お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
活
動
は
、
住
民
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
隣
組
長
、
消
防
団
な
ど
の
住
民
自

治
組
織
、
地
区
内
の
商
店
や
金
融
機
関
な
ど
が
地
域

を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
す
。こ
の
活
動
は
、

地
域
内
で
認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
る
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
が
孤
独
死
の
状
態
で
発
見
さ
れ
る

な
ど
の
見
過
ご
せ
な
い
出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
平
成
二
七
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　活
動
を
行
う
中
で
、
異
変
に
気
付
い
て
も
ど
こ
に

伝
え
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た

た
め
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
異
変
に
気
付
き
、
さ

ら
に
そ
の
異
変
を
適
切
な
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
気
に
な
っ
て
い
た

人
に
声
を
か
け
る
き
っ
か
け
が
で
き
た
」、「
何
か

あ
っ
た
と
き
の
相
談
先
が
わ
か
っ
て
安
心
感
が
増
し

た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
年
に
一
度
、

活
動
報
告
会
を
行
い
、
事
例
報
告
や
活
動
の
中
で

困
っ
た
こ
と
、
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
活

動
を
活
か
し
、
お
互
い
が
自
然
に
見
守
る
・
見
守
ら

れ
る
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
活
用

　田
川
コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
毎
週
一
回
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
百
歳
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
住
民
会
で
も
実

施
で
き
な
い
か
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
二
つ
の
住

民
会
で
も
百
歳
体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。
体
操
に
加
え
て
脳
ト
レ

や
川
柳
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
参

加
者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
企
画
が

あ
り
、
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
と

共
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め

る
場
、
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
実
施
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
体
操

の
場
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な
が
り

が
で
き
、
住
民
が
明
る
く
元
気
な

地
域
と
な
る
よ
う
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

元
気
な
か
ら
だ
を
め
ざ
し
て
百
歳
体
操
の
拡
大

　昭
和
六
二
年
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
会
食
交
流
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、
地
区
担
当
保
健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
つ
く
し
、
湯
田
川
交
番
等
か
ら
の
講
話
を
聴
い
た
り
、
田

川
保
育
園
の
園
児
を
招
い
て
交
流
し
た
り
と
、
食
事
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　会
場
の
コ
ミ
セ
ン
へ
行
く
こ
と
が
難
し
く
参
加
で
き
な
い
方
が

い
る
こ
と
や
、
男
性
の
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
送
迎
方
法
の

検
討
や
男
性
か
ら
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
た
め
市
販
の
弁
当
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
会
食
サ
ポ
ー
タ
ー
の

手
作
り
の
料
理
が
提
供
で
き
る
よ

う
検
討
し
会
食
交
流
会
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

会
食
交
流
会
の
参
加
者
増
加
へ

クリスマス会食会の様子

百歳体操で元気なからだづくり 地区担当保健師からの講話

　農
繁
期
が
落
ち
着
い
た
時
期
（
十
一
月
と
一
月
）、
七
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
会
食
交
流
会
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
や
保
健
福
祉
委
員
、
婦

人
会
、
民
生
児
童
委
員
の
方
が
、
身
体
に
よ
い
も
の
を
温
か
い
う
ち

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
で
手
作
り
の
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
開
始
か
ら
二
十
年
続

く
こ
の
事
業
は
、
現
在
で
は
三
十

名
ほ
ど
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
集
っ

て
の
会
食
交
流
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
・
交
流
を
広
げ
た
い

　住
民
会
区
長
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
西
郷
安
心

カ
ー
ド
の
記
載
内
容
の
更
新
、設
置
場
所
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
約
百
二
十
名
の
登
録
が
あ
り
、
訪
問
活
動
を
行
う
中
で
お
互

い
に
顔
の
み
え
る
関
係
を
築
き
、
不
安
や
心
配
を
感
じ
る
方
が
い
た

場
合
に
は
相
談
機
関
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。
西
郷
地
区
で
は
、
安
心

カ
ー
ド
登
録
時
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

フ
ッ
ク
が
つ
い
た
フ
ァ
イ
ル
を
一

緒
に
配
布
し
、
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
緊
急
時
の
対
応
が

円
滑
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　日
頃
か
ら
の
見
守
り
と
安
心

カ
ー
ド
設
置
に
よ
る
緊
急
時
へ
の

備
え
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
へ
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

声
か
け
や
見
守
り
の
輪
を
広
げ
た
い

緊急時に備えて西郷安心カード 地域の方による調理の様子

おだがいさまネット会議での情報交換の様子
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は
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暮
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援
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が
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守
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ま
す
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福
祉
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と
し
て
の
役
割
意
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会
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毎
年
実
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ま
す
。

　今
年
度
は
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の
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祉
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充
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に
、
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域
住
民
が
安

心
・
安
全
に
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活
を
送
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る
よ
う
互
い
に
見
守
り
、
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

福
祉
協
力
員
の
研
修
会
を
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い
ま
し
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域
の
高
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者
を
対
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に
、
毎
年
、
会
食
交
流
会
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す
。
地
域
の
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調
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す
る
会
食
の
メ
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ー
は
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よ
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、
お
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し
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と
大
変
好
評
で
す
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昨
年
十
二
月
に
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
食
会
と
題
し
、
保
育
園
児
に
よ
る
歌
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
次
回
も
ま
た
来
た

い
」「
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
が
上

手
で
し
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、

園
児
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
楽
し
い

会
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
地
域
性
や
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
事

業
を
行
い
、
住
民
同
士
が
交
流

で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。 会

食
で
楽
し
く
、
元
気
で
笑
顔
に

・会食交流会、配食サービスの充実を図り、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯
の引きこもり防止や交流を展開する

・参加者を増やすため、対象者の拡大や周知方法について検討する

会食交流会・配食サービスの充実ラプ ン １

・年に一度、西郷安心カードの記載内容の確認を実施する
・確認を行う中で、登録者からの相談があったり心配事に感じる方がいた場合は相
談機関につなげる

西郷安心カードの周知・拡大ラプ ン ２

西郷地区
地区の特徴　砂丘地農業が盛んで水稲やメロ
ンの栽培に従事している世帯が多い。農業を通
じてのコミュニティも形成されている。
人口 2,908人　　世帯数992世帯

（令和4年3月現在）

・参加者を増やすために、囲碁・将棋等を取り入れるなど、会食前後の時間の有効活用を図る
・継続して、民生児童委員から新規参加者を募ってもらう　など

会食交流会の拡大・拡充ラプ ン １

・コミセンや遊歩道、農村公園等を活用し、人との交流を増やし、元気で健康なから
だと仲間づくりを促進する　など

健康長寿と仲間づくりラプ ン ２

田川地区
地区の特徴　旧鶴岡市の南方に位置する。
県指定文化財である「田川太郎の墓」をはじ
めとした複数の遺跡が残る。
人口 751人　　世帯数255世帯

（令和4年3月現在）

・歩こう会、百歳体操への呼びかけ、貯筋1,000歩
・健康診断受診率100％を目指す

ラプ ン １ みんなで元気を生み出し発信するまち三瀬

・おだがいさま見守りネットの活用
・安心見守りカードの周知、更新
・消防団と連携した避難・見守りシステムの確立　など

ラプ ン ２ みんなでつくる安心のまち三瀬

・隣組長、民生委員、地元商店や関係機関と連携を図り、地域ぐるみで見守り支援を行う
・買い物などの生活課題を解決する仕組みづくりや情報の発信を行う　など

ラプ ン � みんなで支え合う住みよいまち三瀬

三瀬地区
地区の特徴　西側を日本海に面し、他三
方は山に囲まれた地形。地域内の平野部
を3本の川が流れているため「三瀬」と
いう地名であると伝えられる。
人口 1,241人　　世帯数487世帯

（令和4年3月現在）

　お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
活
動
は
、
住
民
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
隣
組
長
、
消
防
団
な
ど
の
住
民
自

治
組
織
、
地
区
内
の
商
店
や
金
融
機
関
な
ど
が
地
域

を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
す
。こ
の
活
動
は
、

地
域
内
で
認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
る
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
が
孤
独
死
の
状
態
で
発
見
さ
れ
る

な
ど
の
見
過
ご
せ
な
い
出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
平
成
二
七
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　活
動
を
行
う
中
で
、
異
変
に
気
付
い
て
も
ど
こ
に

伝
え
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た

た
め
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
異
変
に
気
付
き
、
さ

ら
に
そ
の
異
変
を
適
切
な
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
気
に
な
っ
て
い
た

人
に
声
を
か
け
る
き
っ
か
け
が
で
き
た
」、「
何
か

あ
っ
た
と
き
の
相
談
先
が
わ
か
っ
て
安
心
感
が
増
し

た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
年
に
一
度
、

活
動
報
告
会
を
行
い
、
事
例
報
告
や
活
動
の
中
で

困
っ
た
こ
と
、
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
活

動
を
活
か
し
、
お
互
い
が
自
然
に
見
守
る
・
見
守
ら

れ
る
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

お
だ
が
い
さ
ま
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
活
用

　田
川
コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
毎
週
一
回
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
百
歳
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
住
民
会
で
も
実

施
で
き
な
い
か
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
二
つ
の
住

民
会
で
も
百
歳
体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。
体
操
に
加
え
て
脳
ト
レ

や
川
柳
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
参

加
者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
企
画
が

あ
り
、
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
と

共
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め

る
場
、
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
実
施
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
体
操

の
場
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な
が
り

が
で
き
、
住
民
が
明
る
く
元
気
な

地
域
と
な
る
よ
う
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

元
気
な
か
ら
だ
を
め
ざ
し
て
百
歳
体
操
の
拡
大

　昭
和
六
二
年
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
会
食
交
流
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、
地
区
担
当
保
健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
つ
く
し
、
湯
田
川
交
番
等
か
ら
の
講
話
を
聴
い
た
り
、
田

川
保
育
園
の
園
児
を
招
い
て
交
流
し
た
り
と
、
食
事
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　会
場
の
コ
ミ
セ
ン
へ
行
く
こ
と
が
難
し
く
参
加
で
き
な
い
方
が

い
る
こ
と
や
、
男
性
の
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
送
迎
方
法
の

検
討
や
男
性
か
ら
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
た
め
市
販
の
弁
当
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
会
食
サ
ポ
ー
タ
ー
の

手
作
り
の
料
理
が
提
供
で
き
る
よ

う
検
討
し
会
食
交
流
会
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

会
食
交
流
会
の
参
加
者
増
加
へ

クリスマス会食会の様子

百歳体操で元気なからだづくり 地区担当保健師からの講話

　農
繁
期
が
落
ち
着
い
た
時
期
（
十
一
月
と
一
月
）、
七
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
会
食
交
流
会
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
や
保
健
福
祉
委
員
、
婦

人
会
、
民
生
児
童
委
員
の
方
が
、
身
体
に
よ
い
も
の
を
温
か
い
う
ち

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
で
手
作
り
の
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
開
始
か
ら
二
十
年
続

く
こ
の
事
業
は
、
現
在
で
は
三
十

名
ほ
ど
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
集
っ

て
の
会
食
交
流
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
・
交
流
を
広
げ
た
い

　住
民
会
区
長
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
西
郷
安
心

カ
ー
ド
の
記
載
内
容
の
更
新
、設
置
場
所
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
約
百
二
十
名
の
登
録
が
あ
り
、
訪
問
活
動
を
行
う
中
で
お
互

い
に
顔
の
み
え
る
関
係
を
築
き
、
不
安
や
心
配
を
感
じ
る
方
が
い
た

場
合
に
は
相
談
機
関
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。
西
郷
地
区
で
は
、
安
心

カ
ー
ド
登
録
時
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

フ
ッ
ク
が
つ
い
た
フ
ァ
イ
ル
を
一

緒
に
配
布
し
、
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
緊
急
時
の
対
応
が

円
滑
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　日
頃
か
ら
の
見
守
り
と
安
心

カ
ー
ド
設
置
に
よ
る
緊
急
時
へ
の

備
え
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
へ
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

声
か
け
や
見
守
り
の
輪
を
広
げ
た
い

緊急時に備えて西郷安心カード 地域の方による調理の様子

おだがいさまネット会議での情報交換の様子

33



情報掲示板

おだがいさま
第103号
令和4年12月1日発行
発行部数　47,800部

編集・発行
社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会
鶴岡市泉町5番30号（にこ❤ふる２階）
TEL 0235-24-0053  FAX 0235-23-9110
ホームページ https://www.shk01.jp/

鶴岡福祉センター� TEL�24-0053
藤島福祉センター� TEL�64-3100
羽黒福祉センター� TEL�62-4534
櫛引福祉センター� TEL�57-5300
朝日福祉センター� TEL�53-2795
温海福祉センター� TEL�43-2114

4

この広報誌は、赤い羽根共同募金配分金と社協会費を財源に発行しています。

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和4年9月1日から令和4年10月31日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★一般社会福祉事業へ
◎羽黒福祉センターへ
・匿名 様� 乾麺 1箱
★鶴岡福祉センターへ
・五十嵐　實 様� 武者凧 7枚
・匿名 様� 絵画 1点
★鶴岡福祉センターへ（子どもたちの育成事業へ）
・ボランティアグループつるの会 様� 81,573円
★温海福祉センターへ
・イトー農場 様� 玄米30㎏ 8袋
★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・加藤　裕美子 様� 手作りぬいぐるみ 11体

★老人デイサービスセンターおおやま、
　短期入所センターおおやまへ
・今村　まさ子 様� 100,000円
★くしびき東部保育園へ
・澁谷　直樹 様� 新米（雪若丸）103㎏
★児童福祉事業所へ
　（中央児童館、鶴岡西部児童館、暘光児童館へ）
・五十嵐　實 様� 武者凧 6枚
★児童福祉事業所へ
　（�中央児童館、大山児童館、鶴岡西部児童館、
鶴岡南部児童館、暘光児童館へ）

・麺屋　いたがき 様� 玩具 84個

★第四学区学童保育所へ
・明治安田生命保険相互会社山形支社荘内北営業所 様
� 食品 35袋、タオル�13枚
★フードバンクへ
・鶴岡市信用金庫 様� アルファ米 1,000袋
・�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱�
山形テクノロジーセンター 燦活動 様
� 食料品 127点
・佐藤　金二 様� 玄米 30㎏
・つるおか森の時間 様� アルファ米 3袋
・末日聖徒イエス・キリスト教会 様
� 食料品　54点

　小堅地区自治振興会では、人口減少や少子高齢化、コミュニ
ティの希薄化など地域の様子が変化している中で､「小堅地区
地域ビジョン」（令和3年10月）を策定し、将来を見据えた地
域づくりの取組みをスタートしました。ビジョンの一つとして、
子ども達が遊び、子育て世代が集い、交流する場を目指した「小
堅ランド」をコミニュティセンター内に創り上げ、地域の活性
化、地域づくりを進めています。

年末にお困りの方に食品を提供します
　鶴岡地区特養連絡協議会の9つの社会福祉法
人で構成する「鶴岡市社会福祉法人連携におけ
る公益的な取組にかかる連絡会」の取組として、
年末にかけて支援が必要な方に向けたフードド
ライブを実施します。
　食事面でお困りの方に食品（主にカップラー
メン、乾麺、レトルト、缶詰など）を提供しま
すので、ご希望の方は提供期間内に鶴岡市社会
福祉協議会 地域福祉課または各地域福祉セン
ターまでご連絡ください。

◉提供期間　令和4年12月19日（月）～27日（火）
　　　　　　　　　　　午前９時 ～ 午後５時
◉提供場所　鶴岡市社会福祉協議会　地域福祉課、
　　　　　　　　　　　　　　各地域福祉センター

【鶴岡地区特養連絡協議会の9法人】
・思恩会・恵泉会・櫛引福寿会・羽黒百寿会・あつみ福祉会・一幸会・朝日ぶなの木会・ふじの里・鶴岡市社会福祉協議会
　　　※ 今回の「フードドライブ」は、参加法人職員の家庭から食品を持ち寄り、様々な事情で生活にお困りの方

に役立てていただく支援活動です。

※ 食品の準備のため、事前にお電話でご連絡ください
ますようお願いいたします。

　連絡先電話番号は本ページ下段をご覧ください。

「小堅ランド」の利用に関するお問い合わせ先　小堅コミュニティセンター ☎ 0235-73-2243

元気に体を動かして遊べる

キッズスペース

地域の交流の場を目指して!


